
建　機造船重機

つくろう！日本

　
東
日
本
大
震
災
で
北
関
東
に
生
産
拠
点
を
持
つ
日
立
建
機
と
コ
マ
ツ
が
被
災
し
た
。
両
社
は
協
力
会
社
と
一
丸
と

な
っ
て
早
期
復
旧
を
目
指
し
、
震
災
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
で
通
常
の
生
産
体
制
に
回
復
し
た
。
津
波
被
害
に
よ
る
が
れ

き
の
撤
去
に
は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
大
量
の
重
機
械
が
必
要
に
な
り
、
各
社
と
も
車
両
と
人
材
を
重
点
的
に
配
置
し

復
旧
復
興
を
下
支
え
し
て
い
る
。
一
方
、
震
災
で
打
撃
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
市
場
で
の
地
位
は
依
然

と
し
て
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
つ
。

信
頼
性
、
海
外
市
場
で
評
価

三菱重工の放射線を遮断するキャビン
を搭載した大型特殊フォークリフト

被災地復興に全力
　
造
船
重
機
メ
ー
カ
ー
各
社
が
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い

る
。
被
災
し
た
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
技
術
支
援
を
打
ち
出
し
て
い

る
ほ
か
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
発
生
し
た
汚
染
水
や
汚
染

が
れ
き
を
処
理
す
る
機
器
の
開
発
を
積
極
化
。
政
府
や
地
元
自
治
体
な
ど
へ
の
提
案

を
推
し
進
め
る
。
ま
た
円
高
の
進
行
や
欧
州
経
済
の
停
滞
な
ど
外
部
環
境
が
不
透
明

な
中
、
拡
大
が
続
く
新
興
国
市
場
へ
の
シ
フ
ト
を
鮮
明
に
し
、
そ
の
技
術
力
を
世
界

に
発
信
す
る
。技

術
力
を
世
界
に
発
信

最
優
先
で
車
両
供
給

無人化技術原発に投入

新興国シフト鮮明に非価格要素で存在感

原発事故収束を支援

川崎重工が中国で完成させた建機用油圧機器の新工場

▲
宮
城
県
南
三
陸
町
で
、が
れ

き
を
処
理
す
る
建
機

福
島
第
一
原
発
で
が
れ
き
撤

去
を
す
る
遠
隔
操
作
重
機

東
京
電
力
提
供

▲

　
日
立
建
機
は
茨
城
県
内
に

あ
る
５
工
場
が
被
災
し
、
４

０
０
人
以
上
の
社
員
を
動
員

し
て
懸
命
の
復
旧
作
業
に
取

り
か
か
っ
た
。
被
災
し
た
の

は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
主
力
工

場
に
な
る
土
浦
工
場

茨
城

県
土
浦
市

と
、
建
機
の
基

幹
部
品
と
な
る
油
圧
機
器
を

生
産
す
る
霞
ケ
浦
工
場

同

か
す
み
が
う
ら
市

。
ま
た

大
型
鉱
山
機
械
を
製
造
す
る

常
陸
那
珂
臨
港
工
場

同
ひ

た
ち
な
か
市

、
鉱
山
機
械

用
基
幹
部
品
を
つ
く
る
常
陸

那
珂
工
場

同

、
ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ
ー
の
製
造
拠
点
と

な
る
龍
ケ
崎
工
場

同
龍
ケ

崎
市

の
操
業
が
止
ま
っ

た
。
復
旧
作
業
は
大
き
な
余

震
の
た
び
に
避
難
を
す
る
、

と
い
っ
た
状
況
の
中
で
続
け

ら
れ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
コ
マ
ツ
も
大
型
鉱

山
機
械
を
生
産
す
る
茨
城
工

場

同
ひ
た
ち
な
か
市

と
、
エ
ン
ジ
ン
や
基
幹
部
品

を
製
造
す
る
小
山
工
場

栃

木
県
小
山
市
、油
圧
機
器
の

郡
山
工
場

福
島
県
郡
山

市
が
被
災
し
た
。自
社
工
場

だ
け
で
な
く
、
２
次
、
３
次

部
品
メ
ー
カ
ー
も
被
災
し
、

部
品
調
達
が
滞
っ
た
。
こ
の

た
め
中
大
型
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

の
大
阪
工
場

大
阪
府
枚
方

市
、中
小
型
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

の
粟
津
工
場

石
川
県
小
松

市

の
生
産

ラ
イ
ン
も
停

止
し
た
。

　
深
刻
な
影

響
が
出
る
中

で
、
コ
マ
ツ

は
各
工
場
の

設
備
保
全
員

を
招
集
。
被

災
し
た
工
場

と
協
力
会
社

に
派
遣
し

た
。
同
社
の

協
力
企
業
組

織
「
み
ど
り

会
」
に
所
属

し
て
い
な
い

企
業
も
合
わ

せ
、
被
災
地

域
に
あ
る
計

２
５
９
社
の

状
況
確
認
に

素
早
く
着

手
。
派
遣
先

は
茨
城
や
栃

木
、
福
島
県
に
限
ら
ず
、
岩

手
県
な
ど
広
範
な
地
域
に
及

ん
だ
。
こ
の
迅
速
な
対
応
が

功
を
奏
し
、
３
月

日
に
は

被
災
し
た
全
工
場
で
生
産
を

再
開
。
早
期
再
開
に
つ
い
て

コ
マ
ツ
の
野
路
国
夫
社
長
は

「
初
動
と
優
先
順
位
の
付
け

方
を
考
え
た
か
ら
だ
」
と
振

り
返
る
。

　
「
最
大
の
復
興
支
援
は
建

機
の
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
・
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
復
旧
さ
せ
る

こ
と
だ
」
。
震
災
直
後
か
ら

野
路
社
長
は
全
社
員
に
号
令

を
か
け
て
、
被
災
地
支
援
を

本
格
化
さ
せ
た
。
４
月
に
は

東
北
支
援
を
専
門
に
す
る

「
東
北
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

室
」
を
仙
台
市
宮
城
野
区
に

設
置
。
塩
坂
秀
尚
室
長
は

「
坂
根
正
弘
会
長
と
野
路
社

長
が
現
地
に
入
り
、

世
界

中
の
ど
の
地
域
よ
り
も
東
北

の
復
旧
復
興
を
優
先
さ
せ

る

と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

東
北
の
復
興
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
話
す
。

　
日
立
建
機
も
木
川
理
二
郎

社
長
が
「
被
災
地
向
け
の
供

給
を
ど
こ
よ
り
も
優
先
さ
せ

る
」
と
し
、
積
極
的
な
支
援

に
乗
り
出
し
た
。
コ
ベ
ル
コ

建
機

東
京
都
品
川
区

や

住
友
建
機

同

、
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン

同
世
田

谷
区

も
同
様
だ
。

　
日
立
建
機
に
よ
る
と
、

年
３
月
期
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

の
国
内
需
要
予
測
は

・
８

％
増
の
２
万
台
。
こ
の
予
想

通
り
に
現
地
で
は
新
品
の
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
が
多
く
見

ら
れ
、
建
機
の
国
内
市
場
は

大
き
く
回
復
し
て
い
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
修
復
工
事
で
も

各
社
の
重
機
が
大
活
躍
す

る
。
放
射
線
量
が
高
く
、
人

間
が
長
時
間
作
業
で
き
な
い

危
険
な
区
域
で
、
各
社
が
持

つ
無
人
化
技
術
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。
原
発
内
の
作
業
者

に
よ
る
と
「
無
線
で
操
縦
す

る
コ
マ
ツ
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

の
活
躍
が
目
立
つ
」
と
い

う
。
日
立
建
機
は
１
号
機
の

建
屋
に
カ
バ
ー
を
取
り
付
け

る
た
め
に
使
う
大
型
ク
レ
ー

ン
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ン
も
放
射
線
防
護
措
置
を
施

し
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
を
納
入

し
て
い
る
。

　
建
機
メ
ー
カ
ー
の
海
外
売

上
高
比
率
は
約
８
割
と
高

く
、
国
内
製
造
業
の
中
で
屈

指
だ
。
特
に
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

は
故
障
率
が
少
な
い
こ
と
や

正
確
な
操
作
性
で
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
、
日
本
メ
ー

カ
ー
は
世
界
で
約
４
割
の
市

場
シ
ェ
ア
を
握
る
。

　
世
界
最
大
の
建
機
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
中
国
が
金
融
引
き
締

め
の
影
響
で
減
速
し
て
お

り
、
業
績
の
足
を
引
っ
張
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
意

欲
が
旺
盛
な
東
南
ア
ジ
ア
や

中
南
米
で
は
堅
調
な
推
移
を

み
せ
る
。

　
コ
マ
ツ
と
日
立
建
機
が
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
大

型
の
鉱
山
機
械
。
本
体
重
量

１
０
０

超
の
超
大
型
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
や
超
大
型
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
は
、
コ
マ
ツ
と
米

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
が
世
界
市
場

の

％
を
二
分
す
る
。
日
立

建
機
も
約
４
０
０
億
円
を
投

じ
て
同
事
業
を
底
上
げ
し
、

先
行
２
社
を
猛
追
す
る
考
え

だ
。

　
三
菱
重
工
業
は
放
射
線
を

遮
断
す
る
運
転
席

キ
ャ
ビ

ン

を
搭
載
し
た
大
型
特
殊

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
開
発

し
、
原
発
事
故
対
応
に
あ
た

る
大
成
建
設
、
鹿
島
、
清
水

建
設
共
同
企
業
体
に
２
台
納

入
し
た
。
特
殊
車
両
や
原
子

力
技
術
を
生

か
し
て
製
品

化
し
た
も
の

で
、
放
射
線

汚
染
地
域
に

入
る
操
縦
者

の
安
全
を
確

保
し
つ
つ
効

率
良
く
が
れ

き
を
処
理
で

き
る
。

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は

東
芝
と
可
搬

型
の
放
射
性

汚
染
水
処
理

シ
ス
テ
ム

「
サ
リ
ー
―

ア
ク
ア
」
を

共
同
で
開

発
。
福
島
第

一
原
発
で
稼

働
す
る
汚
染

水
処
理
装
置

「
サ
リ
ー
」

を
小
型
化
し
た
シ
ス
テ
ム
に

な
り
、
低
濃
度
汚
染
水
を
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
吸
着
剤
が

入
っ
た
容
器
の
中
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
除
去
す
る
。
プ

ー
ル
の
水
や
農
業
用
水
な
ど

多
様
な
場
所
に
設
置
で
き
、

中
央
官
庁
や
地
元
自
治
体
に

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
持
ち
か

け
る
。

　
福
島
県
か
ら
被
災
し
た
県

内
港
向
け
岸
壁
ク
レ
ー
ン
２

基
を
受
注
し
た
の
は
三
井
造

船
。
港
湾
機
能
の
早
期
回
復

に
つ
な
げ
る
た
め
、
製
作
期

間
を
通
常
の
３
分
の
２
程
度

に
短
縮
し
て
対
応
す
る
。

　
大
震
災
は
世
界
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
を
突
き
つ

け
た
。
原
子
力
が
停
滞
す
る

中
で
、
代
替
の
発
電
設
備
用

と
し
て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
需

要
が
増
大
。
三
菱
重
工
で
は

熱
効
率

％
以
上
、
出
力

万

と
世
界
最
高
水
準
の

効
率
と
出
力
を
誇
る
Ｊ
型
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
の
引
き
合
い
が

活
発
化
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ

は
米
発
電
所
向
け
に
４
年
ぶ

り
と
な
る
石
炭
焚
き
火
力
発

電
ボ
イ
ラ
を
受
注
し
た
。

　
世
界
経
済
は
欧
州
の
経
済

不
安
な
ど
不
透
明
感
が
強

い
。
だ
が
新
興
国
市
場
は
拡

大
の
余
地
が
あ
る
。
新
興
国

の
成
長
を
取
り
込
む
こ
と
が

造
船
重
機
業
界
に
と
っ
て
も

大
命
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
川
崎
重
工
業
は
中
国
に
建

設
機
械
用
の
油
圧
機
器
の
新

工
場
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た

イ
ン
ド
で
建
設
機
械
用
油
圧

ポ
ン
プ
の
製
造
・
販
売
、
サ

ー
ビ
ス
を
担
う
合
弁
会
社
を

設
立
。
中
国
、
イ
ン
ド
と
も

中
期
的
な
市
場
拡
大
を
見
据

え
て
の
対
応
だ
。

　
住
友
重
機
械
工
業
も
ブ
ラ

ジ
ル
に
中
大
型
減
速
機
を
生

産
す
る
新
工
場
を
立
ち
上
げ

た
。
中
大
型
の
減
速
機
は
ク

レ
ー
ン
や
セ
メ
ン
ト
・
石
炭

ミ
ル
設
備
、
発
電
設
備
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
。
資
源
需
要
や
サ
ッ
カ

ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
開
催
を

控
え
て
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

イ
ン
フ
ラ
投
資
を
取
り
込
ん

で
い
く
。

　
現
地
企
業
と
の
連
携
も
加

速
し
て
い
る
。
三
菱
重
工
は

中
国
や
イ
ン
ド
の
現
地
企
業

と
組
み
、
原
動
機
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
付
与
す
る
な
ど
し
て

市
場
へ
の
浸
透
を
図
る
。
川

崎
重
工
も
造
船
事
業
で
中
国

企
業
と
合
弁
事
業
を
展
開

し
、
大
型
船
舶
な
ど
を
中
国

で
製
造
す
る
。
ま
た
、
現
地

市
場
に
対
応
す
る
た
め
海
外

調
達
の
動
き
も
加
速
。
Ｉ
Ｈ

Ｉ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
拠
点
を

増
強
し
、
海
外
連
結
子
会
社

の
売
上
高
を
１
・
５
倍
に
伸

ば
す
中
期
経
営
目
標
を
掲
げ

る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
一

方
で
、
技
術
基
盤
と
し
て
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
存
在
感

も
増
し
て
い
る
。
価
格
だ
け

で
な
く
、
性
能
や
信
頼
性
、

納
期
と
い
っ
た
付
加
価
値
を

提
供
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
が
日

本
企
業
の
強
み
だ
。

　
三
井
造
船
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を

％
削
減
す
る
次
世
代
の
環
境

対
応
・
低
燃
費
船
と
な
る
６

万
６
０
０
０
重
量

型
バ
ラ

積
み
貨
物
運
搬
船
を
開
発
。

環
境
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
世

界
的
に
高
ま
っ
て
お
り
、
先

進
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
構
え
だ
。

　
ま
た
石
油
メ
ジ
ャ
ー
の
英

蘭
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ

ェ
ル
が
世
界
初
の
浮
体
式
海

洋
天
然
ガ
ス
液
化
プ
ラ
ン
ト

を
計
画
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
設
備
に
、
川
崎
重
工
の

ボ
イ
ラ
や
三
菱
重
工
の
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
と
発
電
機
が
採

用
さ
れ
た
の
も
信
頼
性
を
評

価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
。

　
韓
国
や
中
国
企
業
が
低
価

格
を
武
器
に
台
頭
し
て
い
る

が
、
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の

は
よ
り
高
い
技
術
レ
ベ
ル

だ
。
日
本
の
存
在
感
は
今

後
、
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 １月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


